
W・S.モP-一 ・ム の 小 説 の 歴 史 的 概 観

一 そ の二1915年 か ら1938年 ま で

脇 田 勇

W.S.Maughamの 小 説,主 と して 長 編 小 説 を 取 上 げ,そ の 創 作 技 法,思 想

内 容 の変 遷 を 考 え よ う とす る小 論 をr人 文 研 究 』 第31輯 に 発 表 して 以 来10年 の

時 が 流 れ た 。 こ の作 老 の 長 篇 小 説 を 考 え る上 で,三 つ の 時 期 を 設 定,Lizaof

Lambeth(1897)を 発 表 して か ら,第1次 大 戦 勃 発 ま で を 第1期 と し,こ の 間

に 発 表 され て い るTheHero(1901),Mrs.Craddock(1902),TheMerrツ ー

Go-Round(1904),TheBishop'sApron(1906),TheExplorer(1907),

TheMagician(1908)な どに つ き 前 稿 で は 論 及 した 。

この 小 論 に お い て は,第2期 と して1915年 か ら1938年 ま で,即 ち 第1次 大 戦

か ら第2次 大 戦 に 至 る ま で の 期 間 を 設 定,こ の 間 に 刊 行 さ れ た 長 篇 小 説()f

HumanBondage(1915),TheMoonandSixpence(1919),ThePainted

Veil(1925'),CaleesandAle(1930,The!>arrowCorner(1932),Theatre

(1937)な ど に つ い て 言 及 し よ う とす る も の で あ る。

OfHumanBondage

Maughamの 最 大 の長編 で,代 表 作 で もあ るOfHumanBondageに つ い

ては,す でにr人 文 研 究 』 第47輯,第49輯,第51輯,第52輯,第55輯 に 「Of

HumanBondage試 論 」1,皿,III,IV',Vの5回 にわ た り小論 を 発表 してい

るの で,こ の稿 では詳 説 を さけ る こ とに した。

世 界 大 戦 の さ中 に発 刊 され た この作 品 は,は じめ読 者 の注意 を さ してひ くに

[150]
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至 らな か った の であ るが,米 国 の小説 家DreiserがNewRepublic誌 に おい

て第一級 の傑 作 と称賛 した こ とに よ りこの小 説 の評価 が 高 ま り,英 文 学 史上 の

古典 作 品 の一 つ に 数 え られ る よ うに な った の であ る。LadyFredericleが 舞 台 に

のせ られ一 年 以上 の ロソ グ ラ ソ とな り,彼 の人気 は上 昇 した 。途 端 にMaugham

は 週 に数 百 ポ ソ ドの収 入 を 得 る劇 作 家 に の し上 った ので あ るが,心 の中 に 快快

と して晴 れ や らぬ雲 の よ うな ものが お そい か か ってい た。 人気 劇 作 家 と して の

地 位 が確 立す る とと もに過 去 の生 活 に対 す る追 憶 に と りつ か れ は じめ る。 母 と

の死 別,一 家 の離 散,ど も りに苦 しんだ低 学年 の学 校 時 代,は じめ て青 春を謳

歌 したHeidelberg大 学時 代,Pソ ドソに お け る医 学 生時 代 の退 屈 な数 年 間,

そ れ らが,睡 眠 中,散 歩 中,舞 台稽 古 の時,パ ー テ ィに 出席 してい る時 と,あ

らゆ る場所 と時 間 を 問わ ず 彼 を 襲 った の で あ る。彼 が 大 き く飛 躍す るた め に

は,こ の追憶 の うちに甦 る懊悩 の カタル シ スが必 然的 な運 命 とな って あ らわ れ

た の であ る。 彼 は1912年 か ら2年 の時 間 をか け,1914年 に完 成 し1915年 公 刊す

る ことに な った 。

おそ ら く()fHumanBondageはMaugham作 品 の頂 点 と言 って よい で

あ ろ う。Maugham自 身 の 内面 的 観 照 も,こ の時 期 が頂 点 で あ った と言 え る。

この あ と,TheMoonandSixPenceや 作 者 自身 が 自作 の中 で もっ と も愛 好 し

たCaleesandAleを 書 い て い るが,()fHumanBondageの ノミリ=一"一一シ ョ

ソの色 彩 が濃 い 。 この小説 の主 人公PhilipCareyは さ まざ まなbondageか

ら解放 され て,精 神 の 自由を か ち とって行 くの で あ る。 一 は 信仰 か らの解放,

二 は芸 術 か らの解 放,三 は 恋愛 か らの解 放 で,こ の解 放 を通 して生 長 して行 く

姿 に,一 般 大衆 か ら知 識 階 級 に及 ぶ 多 くの読 者 が共 感 を覚 えた こ とが,こ の作

品 の評 価 を高 め た所 以 と言 うことが で き る。

OfHumanBondageは,芸 術 的 に 最 高 の もの とは 言 えな い に して も,

Maughamの もっ と も重 要 な作 品 であ る こ とに変 りは な い。CaleesandAle

は時 と場 所 の適 切 な変 化 が あ り,皮 肉 は美 し く抑制 され,言 葉 は 自然 な表 現 力

に富 んで,よ り巧 み に書 か れ てい るが,OfHumanBondageの 渉 猟 す る範

囲は,は るか に 普遍 的 な 重要 な テ ー一一7であ る。Philipが 脱 出 しなけ れ ば な ら
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な い一 番 の強 い枷 は,意 味 のな い世 界 に 意味 を見 出そ うとす る人 間 の持 つ 当然

の欲 求 の形 を とって い る。 人生 に意 味 は ない 。 そ の意 味 は 個 人 か ら生 ず る もの

で,永 遠 的 あ るい は絶 対 的 な ものか ら生 ず る もの では な い と認 め る時 に,は じ

め て解 放 が 訪 れ て くるの で あ る。

r人 文 研 究 』 の 「()fHumanBondage試 論」 な る拙稿 で,TheSumming

Upの 終 りの3章 の 基 盤iにな って い る 「真,善,美 」 につ い て のMaugham

の哲 学 が,こ の作 品 を構 成 してい る こ とを 述 べ た。 真 の世 界 は,Heidelberg

時 代,詩 人 の友Cronshawと の 人生 問題 につ い ての討 論,哲 学 的 探 究,大 英

博 物 館 で の開眼 が 該 当す る。 美 の世 界 は,彼 の パ リ滞在 の時 期 に導 入 され,彼

の哲 学 と生 活 の型 の きわ め て重要 な部 分 とな る。 善 は この小 説 の 後半 の 中心 課

題 で,MildredとAthelny一 家 との コソ トラス トで示 され る。Philipの 生 活

の歩 み は 多 くの種 類 の拘束 の絆 を は ぎ と る ことに あ り,最 後 に は ほ とん ど 自由

な人 間 に な る。 因襲 と慣 習 に順応 しなけ れ ば な らない環 境 とそ の 圧迫 か らの逃

避 に 成 功 した の であ る。 宗 教 的教 義 を否 定 し,人 生 に 意味 をみ つ け よ うとす る

欲 望 か ら解 放 され,自 分 が 生 き る こ との で きる哲学 が展 開 して くる。 自分 の不

具 か ら生 れ る栓 桔 か ら解放 され,む しろそ の苦 しみ を 受容 で き る よ うに な る。

OfHumanBondageはCakesandAleや 多 くの短 篇 で示 され た職 人芸 の

巧 妙 さは ない に して も,人 間存 在 の基 本 的 問題 を 扱 って い る し,作 者 が,自 分

の 自惚,俗 物 根性,劣 等感,自 己 憐 潤,マ ゾ ヒズ ムを飽 くな き までに暴 露 し,

最 高 の 自伝 的 小説 に まで練 りあ げた 点 で,彼 の代表 作 の名 に 恥 じない もの で あ

る。

TheMoonandSixpence

この作 品 に つ い ては,r人 文研 究 』 第56輯 の拙 稿rTheMoona"dSixPence

覚書 」 で,愚 見 を 開 陳 した ので,こ こでは詳 述 を さけ る。

TheMoonandSixPenceは,Maughamの しば しば用 い た第 一人 称 単 数
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で書 か れ た最 初 の作 品 で あ る。 画 家PaulGauguinの 芸 術 家 と しての ひ たむ

きな生 きざ まに触 発 され て,創 作 の筆 を取 った ことは まち が いが,こ の小 説 の

主 人公 のStricklandとGauguinと の間 にか な り事実 の くい ち がい のあ る こ

とか らみ て も,小 説 の形 で書 い たGauguinの 伝 記 とは言 え ない 。Gauguinに

つ い て取 材 した話 に基 づ い ては い るが,そ の 主 だ った もの だ け を用 い,作 家 の

創 作 力 が 肉 づけ した フ ィ クシ ョソ と考 え るのが 妥 当 で あ ろ う。TheMoonqnd

SixPenceはLizaOfLambeth,()fHamanBondageに つ ぐMaughamの
'

第 三番 目の長 編 で,こ の作 品 に よ り,彼 の作 家 と して の地 位 がゆ る ぎな い もの

とな った。R.L.Calderは,20世 紀は じめ のKunstlerroman(芸 術 家物 語)

の 流行 にふ れ,Maughamの この作 品 は,芸 術 家 を写 実 的 に取 扱 った もっ と も

す く・れ た例 のひ とつ であ る と激 賞 してい る。RichardA.Cordel1も 指摘 して
ロひ

い る所 で あ るが,こ の小 説 を 読 みか え して み て,ほ どん ど半 分位 の 分 量 が,

DirkStroeveと 妻Blancheと い うオ ラン ダ人 画 家 夫婦 につ い ての叙 述,す な

わ ちStricklandと 不貞 を おかす 妻 の物 語 に,.費 され てい る こ とに一 驚す る。

そ の他Nichols船 長 の冗 舌 とか 海 の流 浪 者 につ い て の随 想 とかAbraham医

師 のエ ピ ソー ドな どの副次 的 要 素 の多 い 点,構 成 上 の 乱 雑 さに 気 付 くので あ

る。 そ れ に も関 らず最 後 の一 頁 まで読 者 を ひ き こんで しま う魅 力 を 考 え てみ る

と,作 家Maughamの 筆 力を 感 ぜ ざるを え な い。 この小 説 は,第 一 次 大 戦直

後 の英 国人 のす さんだ 精 神 を癒 す 十 分 の 力 を 持 って い て,出 版 当初 か ら好 評

で,OfHumanBondageを 問 題 に しなか った批 評 家 も,こ の作 品に は賞 賛

を寄 せ,一 般 読 者 大衆 も,Maughamな る作 家 の存 在 を強 く印 象 づけ られ た。

Calderは,第 一 次 大 戦 とい う異 常 事 態 に 対 す る幻 滅 感 とます ます 増 大 す る機

械 化 と産 業 化 が 本能 的 な性 格 を 破壊 しつ つ あ る危 機 感 か らか も し出 された 一 種

の ロマ ソ テ ィシ ズ ム,と解 説 してい る。

Theinterestintheseartists-intheirindividuality,creativity

(1)RobertLorinCalder:W.So卿 〃sε'ル 血%gha〃3andtheQ%θs'o∫F/eedom,

Heinemann;London1972,p.134,
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andrebellion-Wasaformofromanticismengenderedby

thedisillusionmentoftheFirstWorldWarandthefeeling

thatincreasedmechanisationandindustrialisationwerede・

stroyingtheseinstinctualqualities.

(2〕

TheMoonandSixPenceはMaughamの 南 海 と極 東 に 関す る関 心 の さ

きが け を なす もの で,OnaChineseScreen(1922),ThePaintedVeil

(1925),CasuarinaTree(1926)と と もに,戦 後 の 読 者 に 精 神的 逃避 の場

を与 え た もの であ る。19世 紀 の ロマ ソテ ィシズ ムの一 面 と して,exoticismが

あ げ られ るが,ま さに これ に 等 しい ものを 当 時 の読 者 の うちに 見 出す こ とが で

き る。Maughbmは パ リとタ ヒチで収 集 した話 の 断片 を利 用 し,そ れを 想豫 の

オ ブ ラー トに くるみ,こ の作 品 を完 成 した の で あ る。

Maughamは,は じめ の数 章 をつ か っ て,主 人公Stricklandを と りま く家

族,義 務,名 誉 心,因 襲 を描 き,つ い に この社 会 的環 境 を弊 履 の如 く捨 て,自

分 の一 家 に対 して い か な る責任 も義務 も認 め よ う と しな い 点,Stricklandは

20世 紀 の芸 術 家 の典 型 であ る。 この作 品 のな か ほ どで,芸 術 家 と道 徳 の 問題 に

ふ れ,StricklandとStroeve夫 妻 との関 係 に お い て,こ の 問題 を ギ リギ リの

限 度 まで拡大 してい る。 偉 大 な芸 術 か ら利 益 を 得 るた め,社 会 は ど こまで芸 術

家 の反 社会 的 行 為 を容 認す べ きか とい う問題 に ふ れ て行 く。Stricklandの 表

面 的 に は 残 忍,野 蛮 で弁 護 の余地 の ない 行 為が,正 当化 され 弁護 の道 具 に な る

の がStroeve自 身 で あ る。 妻 の死 後,夫Dirkは 自分 の アパ ー トでStrickland

画 く ところ の妻 の裸像 を 見,そ れ を破 棄 し よ うと一 時 は思 うが,芸 術 の大 傑 作

で あ る こ とを認 め 思 い とど まる。 善 良 な 男 と女 の幸 福 とそ の犠 牲 で傑作 が誕 生

す る こ とのいず れ を選 択 す るか とい う場 合,Maughamは 傑 作 の絵 を択 んだ と

い うこ とで あ る。 また この作 品 に現 れ る三 種 類 の女性,す なわ ちStrickland

夫 人,BlancheStroeve,主 人公 と結 婚す る土 人 の女Ataで あ るが,こ の三 人

の女 性 に 対す るStricklandの 反 応 に,Maughamの 女 性 観 を うかが わ せ る も

(2)Ibid:p.134
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のが あ る点 も,こ の小 説 を 考 え る視 点 の一 つ で あ る。

ThePaintedVeil

ThePaintedVeilはTheMoonandSixPenceに 次 い で1925年 出 版 さ

れ た 作 品 で あ る。Maughamは1920年 中 国 旅 行 を し,そ の 所 産 と してOna

ChineseScreen(1922),北 京 を 舞 台 に した 戯 曲EastOfSuez(1922、,そ し

て この 作 品 を 刊 行 し て い る 。 タ イ トル はShelleyの ソネ ッ トか ら取 られ た こ

とは,同 書 の 扇 か ら も明 瞭 で あ る。

``LiftnotThepaintedVeilwhichthosewholiveCall

Life:thoughunrealshapesbepicturedthere,Anditbut

mimicallwewouldbelieveWithcoloursidlyspread,-

behind,1urkFearAndHope,twinDestinies"(下 線 筆 者)

OnaChineseScreenは 書 物 を書 くた め の材 料 とい う体 裁 を とって お り・,

そ の 中 の`TheNun'に 出て くる尼 僧 は,ThePaintedVeilに あ る尼 僧 の原

型 で あ る し,`Dawn',`TheInn'と 題 す る 各 章 のス ケ ッチ風 描 写 は,The

PaintedVeilで は推 敲 され て,美 しい叙 景 と して取 入 れ られ てい る。 この作

品 は英 国で は`Nashe'sMagazine'に1924年12月 か ら翌 年7月 まで,米 国 では

`Hearst'sInternationa1'に1924年11月 か ら 翌 年3月 まで 連 載 され
,1925年

Heinemann,Londonか ら出版 され てい る。

Maughamは 中 国 の異様 な美 しい ものを鋭 く観 察 し,か つ英 国 の植 民 者 た ち

をつ き離 した態 度 で描写 してい る。 この小 説 の構 想がDanteのr神 曲 ・煉獄

篇 』 の一 句 か ら ヒソ トを 得た こ とは 「序」 の 中 で語 ってい る通 りで あ るが,

「人 物 よ りもむ しろ話 が面 白 くて書 き初 め た小 説 は,今 まで書 い た 中 で これ一

つ だ と思 う」 と言 ってい る よ うに,彼 の小 説 と しては もっ と も通俗 的 な興 味 に
(3,

(3)W.SomersetMaugham:ThePaintedVeil,Heinemann:London,1967,
Prefacex.
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あ ふれ た 小 説 で あ る と言 え る。

ヒ ロイ ソKittyは 英 国 の弁 護 士 の娘 で,父 親 は権 勢 力 のな い人 間 であ るに

反 し,母 は したた か な野 心 家 で,夫 の 出世 を こい願 い,そ の度 に失 敗 を く り返

し,望 を娘 のKittyと 妹 のDorisに 託す る よ うに な る。Dorisは 不 器量 で あ

るが,Kittyは 美 人 で,多 くの求 婚 者 が彼 女 を取 ま くが,意 中 の人材 が あ らわ

れ な い。 そ の うちに 妹 は社 交 界 に デ ビ ュー して あ るbaronetと 婚 約 して しま

う。 そ こにKittyの 相 手 と して,香 港 に住 み休 暇 中 の細 菌 者Walterな る人

物 が あ らわ れ る。Dorisが 婚 約 し,自 分 が 独 身 でい る こ とに た え き れず,

Walterの 求 婚 に応 じて香 港 に 発 っ て行 く。 現地 に戻 ってか らの夫 はKitty

を や さ し く遇 す るが,Kittyは 中年 の好 男子Charlesと 不 倫 の 関係 を持 つ に

至 る。 そ の頃 中 国 の奥 地 の梅 丹 府 に コ レ ラが 発 生,病 にた お れ た宣 教 師 の代 り

に行 く こ とに な った夫 か ら奥 地 行 を促 され る。Kittyは 夫 に あ な た と何 故 結 婚

した か知 ってい るか と問 い かけ るが,夫 は,Kittyの 胸 の中 を見 ぬい て い て,

「妹 のDorisよ り先 に結 婚 した か った か らだ ろ う。 君 が馬 鹿 で頭 が 空 だ とい

うこ とは知 ってい た。 だ が僕 は 君を 恋 した のだ 。Charlesは 君 と結 婚 な んか し

な い よ」 と言わ れ て しま う。CharlesTownsend夫 人 がCharlesと 別 れ る と

い う確 証 が あ れば,自 分 は離 婚 して もい い とい う言葉 を 聞 き,Charlesに 意志

を た だす が,Walterの 予 想 通 り,出 世 欲 に強 いCharlesは エ ゴイ ス トの正 体

を暴 露 して しま う。 失 望 の極 に達 したKittyは 夫に つ きそ って奥 地 に 出向 い

て行 く。梅 丹 府 では税 関長 のWaddingtonと 知 り合 う。 彼 は シ ニ カル で陽気

な小 男 で あ る。 カ トリッ クの修 道 院 で修 道 女 た ち の献 身的 な姿 に い た く感 動す

る。Kittyは 病 人 の看 護 を 院 長 に 申 し出て許 され,忙 し く働 い て い る うちに,

自分 の生 長 を意 識 す る。作 業 中突 然気 分 が 悪 くな り,途 端 に コ レラを予感 す る

が,実 は 妊娠 して い る と知 らされ る。Walterは 護 衛 をつ け るか ら香 港 に戻 る

よ うす す め るが,彼 女 は修 道 院 の仕事 を 続 け る と言 っ て断 わ る。 あ る晩 夫 の帰

りを待 っ てい る とWaddingtonが 訪 ね て きて,Walterが コ レラにか か って

危 篤 で あ る と告 げ る。Walterの 死 の近 い こ とを知 ったKittyは,彼 と和 解

して平 和 な 臨終 に して や りた い と思 う。 瀕 死 の夫 に許 しを 乞 うと,夫 は 消 え い 、
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るば か りの声 で 「死 んだ のは 犬 だ った」 とつぶ や く。 次 の 日Walterの 埋 葬

が あ り,KittyはWaddingtonと 死や 霊 魂 につ い て語 り合 う。 永遠 の生 命 が

な け れば,あ の修 道 女 たち は空 しい もの のた め に一 生 を捨 てた とい うこ とに な

るのだ ろ うか と問い か け る。彼 は,あ の人 た ちが 目指 してい る もの が 空 しい 幻

であ って も一 向か まわ ない 。 そ れは あの人 た ち の生 き方 そ の ものが,そ れだ け

で美 しい の だ か らと答 え る。 一 週 間後,Kittyは 香 港 に 帰 り本 国 に帰 る よ う

す す め られ る。 香 港 で彼 女 を 迎 えた のはCharlesの 妻 で,Kittyは 彼 女 か ら

奥 地 で の勇敢 な奉 仕 に対 す る賞賛 の言 葉 を うけ,Kittyに 対 す る今 まで の誤解

に つ い て の謝 罪 を され る。Kittyは 久 しぶ りにCharlesに 会 う破 目に な る。

あれ ほ どつ れ な い処 遇 を され,軽 蔑 を感 じて い なが ら も,彼 に 言 い 寄 られ る

と,そ の腕 の中 で 法悦 を 感 じて しま う。 二 日後 出帆 の船 で香 港 を 発 ってゆ く。

途 中 マル セ イユで 母 の死 を し らせ る電報 を受取 る。 故 郷 に戻 ったKittyは 父

か らバ ハマ諸 島 の主 席判 事 と して赴 任す る こ とを 聞 き,父 に 同伴 した い と申 し

で る。そ して バ ハマ 諸島 の 青空 の も とで女 の 子 を生 み,そ の娘 は 自分 の よ うな

意地 悪 な厭 な 女 で な く,大 胆 で率 直 な 人 間 と して生 き て欲 しい と心境 を吐露 す

る。彼 女 は,過 去 の愚 か な行 い も,不 幸 に苦 しん だ こ と も,お ぼ ろげ なが ら前

途 に認 めた 道 を辿 る こ とが で きれ ば,必 ず しも無 駄 で は な か った とい う諦 観 を

持 つ こ とがで き,Waddingtonが 言 った如 く,何 処へ も通 じてな い道 で は な

く,修 道女 た ちが 謙虚 に辿 って い る道 で あ り,平 安へ通 ず る道 と悟 る ところで

この小説 は終 る。

この小 説 を興 味 本 位 の通 俗 小 説 ときめ つ け て しま うの は 当 らな い。 この 小説

の後 半 で,恋 人Charlesの エ ゴイ ズに絶 望 したKittyが,そ の懊 悩 か ら立 ち

直 って,新 し く生 き る喜 び を見 出す まで の心 理的 過程 が描 かれ て行 くと ころに

文 学 作 品 と しての価 値 が 認 め られ る し,そ の 同 じKittyが 香 港 でCharlesと

の再 会 とな り,彼 の挑 発 的 な誘 い に 肉体 的 陶酔 を感 ず る とい うのは,人 間性 の

不 可 解 を 追究す るMaughamの 筆 法 の あ らわ れ と言 って よ く,人 間性 の本 質

に追 る リテ リテ ィを覚 え させ る場 面 で あ る。

OfHumanBondageに お け る詩 人Cronshawの 如 く,こ の 小説 に も
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Waddingtonな る 人 物 炉 登 場 し,皮 肉 な 言 葉 を 語 らせ て い る 。Cordellは,か

か る人 物 をraisonneurorchorus(理 屈 屋)と 言 っ て い るが,多 くの 場 合 作
の

者 の代 弁者 と言 うこ とが で き る。 夫 の 死後Kittyの 問 いに 答 え るWaddington

の答 の 中に は,Maughamの 思 想 が うかが え るので は あ る まいか 。

'`lwonder
.Iwonderifitmattersthatthey(thenuns)

aimedatillusion.Theirlivesareinthemselvesbeautifu1.

Ihaveanideathattheonlythingwhichmakesitpossible

toregardthisworldweliveinwithoutdisgustisthebeauty

whichnowandthenmencreateoutofthechaos.The

picturestheypaint,themusictheycompose,thebooksthey

write,andtheIivestheylead.Ofallthesetherichestin

beautyisthebeautifulIife.Thisistheperfectworkof

life。(下 線 筆 者)
〔5}

'C
akesandAle

この作 品に つ い て も筆 者 は,r人 文研 究』 第27輯 にrW.S.モ ー ム作`お 菓 子

とlt"・一一ル'に 関 す る覚 書」 とい う小 論 を発 表 して い る。 そ こで はAshendenの

名 の も とに作 者 が登 場 す る第 一人 称 小説 の手法 とEdwardDriffieldの 最初 の

妻Rosieと い う不 騙 奔 放 に して魅 力あ ふれ る女 性 に焦 点を しぼ り,愚 見を 述 べ

たo

この作 品 のModernLibrary版 の序 で,Maughamは,()fHumdnBondage

が,私 の最 大 傑 作 で っあ て,作 者 が 生涯 に一 度 しか書 け な い よ うな もので あ る

が,自 作 の うちで一 番 好 きな作 品 は,こ の作 品 で あ る と自賛 してい る。

...Iamwillingenoughtoagreewithcommonopinion

thatOfHumanBondageismybestwork.Itisthekindof

(4)R.L.Cordel1:So〃2ersetMaugha〃2,ノ1フVrit〃forAUSeasons,Indiana

Univ.Press,1969,p.144.

(5)W.S.Maugham:The、Painted・Veil,p.233.
◎
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bookthatanauthorcanonlywriteonce.Afterall,hehas

onlyonelife.ButthebookIlikebestisCakesand/11θ.

Itwasanamusingbooktowrite.Ifounditapleasanttask

tosurmountthedifficultyofdealingwitheventsthathad

takenplacelongagoandeventsthattookplacethirty

yearslaterwlthoutlosingthesenseofcontinuitywhichis

necessaryifyouholdyourreader'sattention.

(6)

159

平 生 そ れ ほ ど親 し く もな い作 家 仲 間 のAlroyKearか ら電 話 が あ って会 う

こ とに な る。 そ れ が き っか け で,昔 の 思 い 出が色 色 浮 ん で き,そ の 回想 が現 在

の事 件 と巧 み に織 りな され て話 が進 行 して行 く。 そ の間 に,Rosieな どの変 化

に 富 ん だ人物 の登 場 が あ り,story-telle;の 面 目躍如 た る小 説 とい うこ とが で

き る。

この小 説 が,ThomasHardy,HughWalpoleが モデ ル とな り,Edward

Driffield,AlroyKearと して描 かれ た とい うこ とで,物 議 を か も し,特 に

Walpoleな どは,「 ひ とつ の会 話 に は ま さに は っき り私 の声 の調子 が は い って

い る」 とまで言 ってMaughamに 抗 議 の手紙 を書 き,作 者 はWalpoleに 返 事

を書 き,そ れ を 否定す る一 幕 もあ った。HardyとDriffieldは そ の経 歴 に類 似

点は あ るに して も,相 異 点の あ る こ とも事 実 で あ ったが,Driffieldの 肖像 は

Hardy信 奉 者 の心 を 傷つ け,多 くの批評 家,コ ラ ムニ ス トが 論ず る問 題 に まで

発 展 した 。 この作 品 は20世 紀 初頭 の30年 間 の英 国の社 交 界,文 学 界 に 関す る風

刺 で あ り,そ の モデ ル として想 像 され るそ の時 代 の多 くの有 名 人が,か な り明

確 な 素 描 か,合 成 的 肖像 の 形 で 登 場 す る と言 った方 が 妥 当 で あ ろ う。 勿 論

Maughamは 特 定 の モデル を頭 に お い て書 い た もので は ない こ とを 強調 してい

る。

この 作 品 の も う一 つ の特長 は,時 代 背 景 の描写 で,Victoria時 代 の 田舎 の

風 景,Edward時 代 の社 交 的,文 学 的習 慣,そ の20年 後 のGeorge時 代 の場

面 を組 み い れ て い る。 大 部 分 の行 動 は,一 人称 のAshendenの 記 憶 の中 で 起

(6)W.SomersetMaugham:CakesandAle,AModernLibraryBook,1950,

Introduction,PP.xi～xii.
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り,文 学 的 技 巧 を ほ ど ん ど意 識 せ ず に,読 者 は,作 者 の跡 を 追 っ て 行 く ζ とに

な る。 ・

CakesandAleのDriffieldとTheMoonandSixpenceのStrickland

の 芸 術 家 と して の 対 比 を 試 み た の はR.L.Calderで あ る。Driffieldは,だ ん
く　ラ

だ んわ なに か け られ,最 後 に 因 襲 の 絆に が ん じが らみ に され,つ いに は執 筆 を

放 棄 す るに 至 る。Stricklandが とった 方 向を完 全 に 逆に して い る。Strickland

は あ らゆ る障害 を克 服 し,完 全 に 自己 を表 現 で き る よ うに な る。 これ と対 照 的

に,Driffieldは,文 学 界,社 交 界 に組 み こ まれ,公 開 の席 で演 説 し,名 士 を

追 い まわす 有 閑夫 人 た ち のお茶 の会 に 出席 し,特 にBartonTrafford夫 人 の

影 響 を うけ る こ とに な る。Blackstableに 、・た頃 のDriffieldの 片 鱗 だに な く,

そ の変 貌 をAshendenは 敏感 に と らえ て ゆ く。Maughamは,Driffieldの 生

涯 の進 ん だ道 と彼 が 自分 の中 に 閉 じ こ もって し まった 姿 を次 の如 く描 き出 して'

い る。 これ は25章 の一場 面 で,AshendenとKearがDriffieldの 写 真 を夫 人

か ら見 せ て も らってい る所 に 出 て くる。

Yousawhisfacegrownthinnerandmorelined.The

stubborncommonplaceofearlyportraitsmeltedgradually

intoawearyrefinement.Yousawthechangeinhim

wroughtbyexperience,thoughtandachievedambition.1

100kedagainatthephotographoftheyoungsailormanand

fanciedthatIsawinitalreadyatraceofaloofnessthat

seemedtomesomarkedintheolderonesandthatIhadhad

yearsbeforethevaguesensationofinthemanhimself.

Thefaceyousawwasamaskandtheactionsheperformed

werewithoutsignificance.Ihadanimpressionthatthe

realman,tohisdeathunknownandlonely,wasawraith

thatwentasilentwayunseenbetweenthewriterofhis

booksandthemanwholedhislife,andsmiledwith

ironicaldetachmentatthetwopuppetsthattheworld

tookforEdwardDriffield.IamconsciousthatinwhatI

havewrittenofhimIhavenotpresentedalivingman,

standingonhisfeet,rounded,withcomprehensiblemotives

(7)R.L.Calder:op.cit.,pp.246～247.
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andlogicalactivities;Ihavenottriedto:Iamgladto

IeavethattotheablerpenofAlroyKear.
(8)

真 実 のDriffieldは,最 後 まで 人に 知 られ ず,あ の作 品を 書 い た作 家 と して

の彼 と,あ の よ うな生 活 を送 った 人間 としての 彼 との間 をつ か ず は なれ ず 黙黙

と歩 い てい った 幽霊 の よ うな もので,世 間 がEdwardDriffieldと 考 えて いた

二 つ の操 り人形 を 笑 って いた とAshendenに は 考 え られ て きて,一 個 の生 き

た 人間 を描 いた とい う自信 を喪 失 した 姿 を映 し出 して い る。

TheNarrowCorner

TheNarrowCornerはMaugham58才 の 時 の 作 品 で あ る。 タ イ トル は

MarcusAureliusの 「され ば 人 の 生 く る は束 の 間 に して,そ の 住 家 は 地 の 片

隅 の み 」 とい う言 葉 か ら と っ た もの ら しい 。1917年 以 来7回 に わ た る極 東,南

海 へ の 旅 行 の 体 験 が 素 地 とな っ て 書 か れ た 作 品 で あ り,舞 台 とな っ た カ ソ ダ ・

メイ ラ 島 は,バ ソ ダ海 の バ ソ ダ ・ネ イ ラ 島 で あ っ て,こ の 島 に 関'し て はA

VVriter'sNotebooleの1922年 の 頃 に,そ の 島 の オ ラ ソ ダ 人 の 大 理 石 の 屋 敷 や

ポ ル トガル 人 の 砦 の 描 写 が 出 て くる。Maughamの 円 熟 期 の 長 編 と して,

Cα 舵sandAle,ThePaintedVeil,Theatreと と もに,story-tellerの

本 領 が 遺 憾 な く発 揮 され て い る作 品 で あ る。 旧 オ ラ ン ダ領 東 イ ソ ド諸 島 の 一 島

に 住 む,ヨ ー ロ ッパ 社 会 か らの 流 れ 者 の 生 態 と心 理 が,巧 み に 描 き 出 され て い

る 点 が 特 徴 で あ る。Maughamの 分 身 と考 え られ るDr.Saundersが 登 場 し,

傍 観 者 の 立 場 で 眺 め て い る。 彼 はOnaChineseScreenに も現 わ れ る し,

CaptainNicholsはTheMoonandSixpence創 作 の 際,早 く も着 想 さ れ

て い た 事 か ら判 断 して,こ の 長 編 は 完 成 ま で10年 の 年 月 熟 成 を 待 っ て い た こ と

に な る。

(8)W.SomersetMaugham:CaleesandAle,Heinemann,1963,pp.246～247.
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Dr.Saundersは 中国 で眼科 医 として働 い て い る短 躯小 身 の容 貌 の さ えな い

男で あ る。 東 南 アジ ァの あ る島 の金 持 の華 僑 の 白内障 の手術 で1万 ドルを かせ

ぎ,帰 途 につ く所 か ら話 は は じま ってい る。 メ ラ ウケ行 の船 を待 って いたDr・

Saundersは,東 洋 で長 く船 乗 りを して いたCaptainNicholsと も う一 人

FredBlakeと い う美 青年 に 出会 う。SaundersはNicholsか ら悪 妻 に 悩 ま さ

れ 胃弱 に な った経 緯 とFredと 親 し くな った事 情 を 聞か され る。3人 を の せた

帆 船 はKamda-Meira島 に到 着 す る。 そ こで オ ラ ン ダ商 会 の 代 理 人Erik

Christessenと い う理 想 家 肌 の 男 と知 りあ う。Erikに よ って大 農 園の 経営 者

Frithに 紹 介 され る。 彼 は 義 父 のSwan,娘 のLouiseと と もに広 壮 な 屋 敷に

住 み,イ ソ ド哲 学 な どを研 究 してい る変 り者 で あ る。Fredは そ の娘 のLouise

tl:一一一目惚 れ して し ま うが,Erikか ら実 は彼 女 は 自分 と婚約 中な のだ と打 明け

られ る。Erikは 結婚 の あか っ きに は,デ ソマ ー クや イ ギ リスへ新 婚 旅行 を し

よ うと夢 を 画 い てい る。Erikは,Frithの 屋敷 でFredとLouiseの 逢 引を

目撃 し,失 意 の あ ま り自殺 を とげ る。 友情 を感 じは じめ ていたErikを 殺 した

のは 自分 だ とい う良心 の呵 責 か ら,過 去 に お い て,オ ース トラ リアで殺 人 の罪

を 犯 した こ とを告 白す る。FredはSydneyの 有 名 な 政治 家 の息 子 で,前 途 有

為 な青年 であ った が,あ る代議 士 の妻 と不 倫 の恋 に お ちい り,そ の夫 に発 見 さ

れ 」 はず み で射 殺 した とい うの で あ る。 一 切 を 父に 相談 す る と,選 挙 を前 に し

た 父 は,あ る手段 を 講 じて オ ース トラ リアを脱 出 させ た ので あ る。Captainと

Fredは 帆 船 で 出発 し,Saundersは,自 分 の乗 る船 まで の 空時 間,Frithの

所 に別 れ を 告 げに 行 く。 そ こで,Louiseか らFredの こ とは別 に 罪 とは 思 わ

な い,そ れ ど ころかErikが 自分 勝 手 に夢 想 して押 しつ け て くる理想 像 か ら解

放 され て 自由を 感 じて い る とい う告 白を 聞か され る。 それ か ら一 ケ月後,シ ソ

ガポ ール の ホ テル で,SaundersはCaptainに 再 会 す る。Fredの 消息 を頼 ね

る と,航 海 中水 死 した とい う。Captainは 今 度 こそ脱 出で きた と思 った 悪 妻 を

目の前 に して 真 青に な ってい た の で あ る。 去 り行 くCaptainの 姿 を眺 め な が

ら,Saundersは,人 間 の運 命 が どんな 絢 燗た る夢 を実 現 し よ うともそ れ は畢

寛 幻 影に 外 な らぬ と感慨 に ふ け る所 で この話 は 終 るQ・
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()fHumanBondageに おけ るPhilipCarey,TheMoonandSixpence

のStricklandの 場 合 の如 く,こ の小 説 で は一 人の主 人公 に焦 点を あわ せず,

多 くの群繰 が 平 等 な重 み で話 の中 で動 い てい る点が 特徴 であ る。全 体 を流 れ て

い る もの は虚 無 感 とで も言 うべ き もの で,人 間 の情熱 のは げ しさや 美 しさに も

拘 らず,そ れ が 結 局何 か は か ない 幻影 の よ うに空 間 に消 え去 ってゆ く様 を皮 肉

な まな ざ しで 見てい る 作 者 の 態 度 を 認 め る こ とが で き る。 この 作 品 はDr・

Saundersの 太平 洋に お け る旅 行 を軸 に構 成 され て い るが,こ の医 師 は非 倫理

的 な営 業 の故 に,医 師 登 録 簿か らけず られ て い る人物 で あ る。 しか し,こ の人

物 に,作 者 は彼 自身 の多 くの哲 学 を 語 らせ てい る点注 目す べ きで あ ろ う。

Corde11の この作 品 につ い て の評 価 はか な り高い 。TheNarrowCornerは
く　

Maughamの 作 品 中 もっ と も低 く評 価 され て い るが,こ の作 品ほ ど人間 の 行

為,動 機 に対 す る入 念 な 分析 を 機 知,哲 学,神 秘,ヒ ュ ーモ ア と打 って一 丸 と

した こ とは ない に と言 い,Maughamの もっ と も楽 しい小 説 の一 つ で あ る とも

付 言 してい る。

Dr.Saundersは 神 秘 思想 に興 味を もち,次 第 に 仏教 思想 に ひ き こまれ て行

く。 最 初 に,こ れ は 阿片 に耽 け る こ とで示 され る。 これ に よ り,彼 は あ る種 の

神 秘 体 験 を味 わ う。Maughamは 仏教 の哲 学 を,日 本人 の真 珠 貝採 取 の潜 水 夫

の死 のエ ピソー ドに 導 入 して い る。 しか しは っき りした 仏 教 思想 のあ つか い

は,Kamda-Meiraを 夢 み てい る学 者Frithを 通 してあ らわ れ る。 この 小説 は

彼 が シ ソ ガポ ール のVanDykeHotelの テ ラスで腰 を お ろす所 で終 って い る

のは 前 述 の通 りで あ るが,ヒ の最 後 の数 行 は仏 教 の教 義そ の もの と も言 え る言

葉 で終 って い るo

HesighedaIittle,forwhateveritwas,iftherichest

dreamstheimaginationofferedcametrue,intheendit

remainednothingbutillusion.
(10}

(9)R.L.corde11:0p.cit.,p,146.

(1◎W.S.Maugham:TheNarrowCorner,Heinemann:London,1967.p.248.
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・Calderが
,情 熱,幻 滅,殺 人 の表 面 的 な物 語に もかか わ らず,TheINarrow

Cornerは 哲 学 的 小説 の気 配 が 濃 厚 で あ る と言 った意 味 も,こ の間 の事 情 を 語

って い る と言 え るので は ない か 。

Theatre

TheatreはMaughamの14番 目の長 編 小説 で,1937年 す なわ ち作 者63歳 の

時 発表 され てい る。 この あ とChristmasHoliday(1939),TheRazor'sEdge

(1944),Thenand.Now(1946),Catalina(1948)な どの長 編 を書 い て い

る こ とか らみ て も,も っ とも脂 の乗 りき った 時 の作 品 と言 って過 言 で は ない 。

1937年 ニ ュー ・ヨー クでHelenJeromeに よ り舞 台用 の喜 劇 とな り,1942年

GuyBoltonはi舞 台 の た めに それ を演 出 し,1951年LongerThanLifeと し

て書 きなお し,1950年 代Sanvajonに よって舞 台 の た めに翻 案 が書 か れ,パ

リで3年 間 連続 上 演 され て い る。

CaleesandAleが 文 壇 の裏 面 を扱 った とす れ ば,Theatreは 劇 壇 を暴 露

した と も考 え られ るが,こ の小説 は,舞 台女 優Juliaの 様 様 な愛 を扱 った 小説

と見 るのが 妥 当 で あ ろ う。

46歳 の 姥桜 に な った女 優Juliaが,劇 場 の事 務 室 で は じめ てTom青 年 に

出会 い,彼 に サ イ ン入 りの写 真 を 与 え るた め に写 真 の束 を見 て行 く うちに 物語

の場 面 が,映 画 の フ ラ ッシ ュ ・バ ックの よ うに過 去 に戻 り,Juliaの 回想 が つ

づ られ て行 く。2章 か ら9章 までは 追 憶 の形 で語 られ,再 び10章 か ら現 在 に戻

って くる。 夫Michaelに 対す る愛 情 を 失い,新 しい相 手 を 求 め る所 で9章 が

終 り,10章 はTomか ら花束 が 届 け られ る こ とで幕 が あ き,29章 まで の間 に,

Tomを 相 手 とす る愛 欲 の葛藤 が ポ イ ソ トとな って くる。

この ヒ ロイ ソJuliaの 愛 の対 象 として三 人 の 男性 が登 場 す る。夫Michael,

プ ラ トニ ック ・ラ ブの相 手 とな る貴 族ChalesTamaly,そ れ に若 い 燕 のTom

で あ る。 夫Michaelと は協 力 して劇 場 経 営 の夢 をい だ くの だが,従 軍 して し
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ま う。彼 女 は 若手 女 優 として押 し も押 され も しな い地 位 に の し上 って ゆ く。 や

が て帰 国 した 夫 を迎 えた彼 女 は,夫 の 肉体 に 中年 男を意 識 し,夫 以外 に愛 の対

象 を 求 め る こ とに な る。 夫婦 はMichaelの 父 の遺産 を資 本 と して,ロ ソ ドソ

で劇 場 の経 営 に乗 り出 し,経 済 的 に も安 定 して くる。 しか し生 活 が安 定 す る と

Juliaは 経済 上 の才 と 自分 の容 姿 に 自己 満 足 を感 じてい る夫 に 不満 を感 じは じ

め る。10章 に 入 る と,時 代 は現 代 に戻 り,純 情 そ うに 見 えたTomの 大 胆 な求 愛

に あい,関 係 を 持 って し ま う。 これ を契 機 に二 人 の間 に は 恋愛 関 係 が芽 生 え て

ゆ く。 彼 女は 最初 の うちは 冗談 の よ うな情 事 と高 を くくってい るが,Tomを

真 剣 に愛 す る よ うに な って しま う。Tomは 社交 界 の面 白 さが わ か って くる と,

Juliaを 愛 の対 象 として よ り,社 交 界 に 出入 りす るた め の手段 と考 え る よ うに

な る。Tomは 若 い 女 に惹 か れ て ゆ き,Juliaの 愛 を利 用 して そ の女 を舞 台 に

登 らせ る よ うに頼 んで くる。 恰 度 出演 してい る芝 居 の中 で 男 と別 れ る場面 が あ

った ので,自 分 のTomへ の思 いを こめ て感情 的 に演 技 す る。 夫 か らは,あ れ

はbarn-storming(田 舎 芝居)だ と酷評 され る。 実 生 活 の感 情 を舞 台に ぶ ち ま

け て もそ れは 芸 術 に な らぬ こ とを思 い 知 らされ,ロ ソ ドソを 後 に,母 親 の住 む

フラ ソスの サ ソ ・マ ロに休 養 に行 く。 ここでTomへ の気 持 も冷静 に 整 理 で き

る よ うに な る。 滞 在 中Tamaly卿 か ら 愛 情 の こ もった 便 りが 届 く。 彼 は

Juliaの 結 婚 前 か らの賛 美 者 で,彼 女 を 教 養豊 か な人 間に して くれ た 紳 士で あ

る。 ロン ドソに戻 ったJuliaは20年 来彼 女 に 愛 情 を 持 ち 続 け て きたそ の

Tamaly卿 を 誘 惑 してみ るが,Charlesの 気 持 は燃 え上 らな い。 自分 の性 的 魅

力 が失 わ れた のか と考 え て,厚 化粧 を して ロソ ドソの下 町 に 出か け て ゆ く。 寄

って きた 男は,自 分 の恋 人 のた め有 名女 優 の サ イ ソを ほ しが ってい るの に過 ぎ

なか った。 ロソ ドソに戻 る前 か ら準 備が 進 め られ て いた 芝居 が い よい よ上 演 さ

れ る ことに な り,Tomの 恋 人 のAviceを 夫 の反 対 を 押 しき って共 演 させ,

Juliaは 徹 底 的に相 手 を圧倒 し,再 び舞 台 に立 と うとい う野 心 を粉 砕 して しま

う。Juliaの 演技 に感 激 したTomは 謝 罪 に来 て再 びJuliaに 言 い 寄 るのだ

が,こ れ を一 蹴 し見 事 な復讐 を な し とげ る。 最 後 は,愛 欲 の絆 か ら解 放 され た

Juliaが 旺 盛 な食 欲 を発揮 し,禁 断 の ビt-一・フ ・ス テ ィー クや フ ライ ド ・ポ テ ト



166 人 文 研 究 第59輯

を が つ が つ 食 べ る シ ー ソ とな っ て幕 切 れ とな る。

Theatreの 結 末 は,Mrs.CraddocleやThePaintedVeilの 場 合 の 如 く,

ヒ ロイ ソが 肉体 的 に も精 神的 に も自由 の身 にな る こ とで 終 る。Calderも,こ の

最 後 の場 面 に は惜 しみ な く賛 辞 を送 って い る。 これ が なか った らこの作 品 は不

吉 な作 品 に な った で あ ろ うとまで極 言 して い る。TheMoonandSixPence
ロゆ

の場 合 の如 く,重 要 な テ ー一?は芸 術 と愛 情 との 関係 で あ る。Stricklandの よ

うに,芸 術 的表.現の なか に真 の解 放 を 見出す の であ る。

Aloofonhermountaintopsheconsideredtheinnumerable

activitiesofmen.Shehadawonderfulsenseoffreedom

from 、allearthlyties,anditwassuchanecstasythat

nothingincomparisonwithithadapyvalue.Shefelt

likeaspiritinheaven.

(11)
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